だるそう に- J ろが つ て、 口ば かり あけて、 はつ は、 はつ 

は、 あえいで いるのに 出 あいました。 それ はさん ざん 

野 山 を かけある いて、 へとへと になって いると いうよ 

うすでした。 

「おい、 すた こら 大将、 なに を あつぶ、 あつぶ いって 

いる ご と、 ろば は 声をかけました。 

「いやはや、 きいて くれ、 こういう わけ だ ご と、 犬 は 

いいました。 「なにしろ 年 はとる、 いくじが なくなる、 

お いら もむ かしの げんきで 獮場を かけある くわけに は 

いかない。 主人 は、 それなら いっそ、 たたき 殺して し 

まえと いう ことにな つた。 あわてて 逃げ だした という 



遠道 をして 来て、 くたびれて いました から、 もうさつ 

そくに、 ぐっすりね つきました。 

真夜中 をす ぎた ときに、 どろぼう どもが、 とおく か 

ら みます と、 うちの 中には あかりが ともって いず、 中 

は ひっそり かんと、 しずまりかえって いるよう でした- 

「どうも おれたち、 おどかされて、 にげだし たとい わ 

れ ちゃ あ、 がまんで きない ぞご 

てした 

おかしら はこうい つて、 ひとり 手下に いいつけて、 

ようす をみ せに やりました。 

さて、 いいつかった 手下が はいって みると、 家の 中 

は どこも ひっそりして いました。 そこで あかり をつ け 
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